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9
月
定
例
会
が
9
月
7
日
か
ら
15
日
ま
で
の
9
日
間
の
会
期
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

第
1
日
目
に
補
正
予
算
案
4
件
、
条
例
改
正
案
1
件
が
上
程
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
平
成
28
年
度
会
計
決
算
認
定
12
件
が
一
括
上
程
さ
れ
決
算
特
別
委
員
会
に
付
託
さ
れ
ま
し
た
。

第
1
日
、
2
日
目
に
5
人
の
議
員
が
一
般
質
問
を
行
い
町
政
を
た
だ
し
ま
し
た
。

第
2
日
目
以
降
、
決
算
特
別
委
員
会
を
開
催
し
、
議
案
を
審
議
し
ま
し
た
。

最
終
日
に
、
補
正
予
算
、
付
託
し
た
決
算
認
定
を
原
案
通
り
可
決
し
、
請
願
2
件
の
審
査
報
告
の
後
、
意
見
書
3
件
を
可

決
し
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

地方交付税は減収
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム
整
備

　
　
　
　
　
き
の
こ
産
業
づ
く
り
推
進

平成28年度主な事業平成28年度主な事業

主な基金の残高

　
平
成
28
年
度
決
算
の
特
徴

は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

�
実
質
単
年
度
収
支
は
、
3

億
7
5
2
2
万
円
の
黒
字

と
な
っ
た
。
財
政
調
整
基

金
へ
1
億
8
0
1
9
万
円

を
積
み
立
て
、
基
金
残
高

は
10
億
1
0
3
3
万
円
と

な
っ
た
。

�
給
与
所
得
の
回
復
等
に
よ

り
町
税
は
8
4
0
万
円
の

増
と
な
っ
た
。

�
最
大
財
源
の
地
方
交
付
税

は
、
30
億
6
5
8
5
万
円
。

前
年
度
比
4
4
6
1
万
円

の
減
額
と
な
っ
た
。

�
財
政
健
全
化
法
に
基
づ
く

財
政
指
標
は
、
国
の
指
標

を
ク
リ
ア
し
て
お
り
「
健

全
」
と
判
断
。

�
防
災
情
報
伝
達
シ
ス
テ
ム

整
備
に
よ
り
、
町
債
残
高

が
増
加
し
た
。

�
子
育
て
支
援
の
強
化
、
畜

産
規
模
拡
大
支
援
、
き
の

こ
産
業
づ
く
り
推
進
、

I
C
T
教
育
の
導
入
等
、

実
効
あ
る
予
算
編
成
を
行

い
、
事
業
の
実
施
に
当
た

っ
て
き
た
。

●

●

●

●

●

防災情報伝達システム整備

6次産業化・地産地消推進事業

子育て支援医療（町単独分）

情報通信技術（ICT）教育活用事業

きのこ産業づくり推進事業

財政調整基金

10億1033万円

減債基金

6189万円

3億6452万円

1603万円

1169万円

1907万円

5192万円

（平成28年度）
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平
成
28
年
度
の
一
般
会
計
決
算
は
、
歳
入
総

額
67
億
1
3
8
9
万
円
に
対
し
、
歳
出
総
額

63
億
3
8
6
7
万
円
で
、
3
億
7
5
2
2
万

円
を
次
年
度
に
繰
り
越
し
た
。
貯
金
に
あ
た

る
基
金
残
高
は
約
22
億
円
、
借
金
に
あ
た
る

町
債
残
高
は
約
90
億
円
あ
る
。

平成28年度
決算認定 町税は増収するも

人事臨時
議会

平
成
29
年
9
月
30
日
に
任

期
が
満
了
と
な
る
教
育
委
員

会
委
員
の
任
命
に
つ
い
て
、

全
員
賛
成
で
同
意
し
た
。

教
育
委
員
会
委
員

佐
藤
　
修
治
〈
再
任
〉

任
期
　
平
成
29
年
10
月
1
日

か
ら
平
成
33
年
9
月
30
日

ま
で
。

第
5
回
臨
時
議
会
が
8
月
1

日
に
開
催
さ
れ
た
。

　
町
道
松
岡
黒
沢
峠
線
黒

沢
橋
上
部
工
工
事
請
負
契

約
の
締
結
に
つ
い
て
議
案
が

提
出
さ
れ
、
全
員
賛
成
で

可
決
し
た
。

歳入
財　源

使いみち
歳出

67億1389万円

63億3867万円

譲与税　交付金
3.3%

譲与税　交付金
3.3%

町税 14.3%

総務費
15.8%

議会費 1.3%

民生費
19.8%

消防費
9.9%

教育費
6.5%

公債費（借金返済費）
10.5%

災害復旧費 0.0%

衛生費
7.8%

労働費
0.1%

商工費
5.3%

土木費
15.9%

農林水産業費
7.0%

地方交付税
45.7%

国・県支出金
11.7%

繰越金 8.0%

繰入金 0.8%

町債（借金）
12.8%

その他 3.4%

一般会計
決 算
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域学連携の学生たち

山形DC（ディスティネーションキャンペーン）

■
　
域
学
連
携
事
業
は
、
活

動
の
継
続
性
が
重
要
で
あ

る
。
学
生
が
毎
年
異
な
る

中
、
結
果
を
活
か
す
た
め

の
工
夫
は
何
か
。

■
　
本
事
業
を
通
じ
て
早
稲

田
大
学
に
「
い
ぐ
べ
お
ぐ

に
」
と
い
う
小
国
に
関
わ

る
活
動
を
行
う
サ
ー
ク
ル

が
結
成
さ
れ
、
下
級
生
へ

と
つ
な
が
れ
て
き
て
い
る
。

活
動
と
共
に
事
業
の
継
続

性
を
確
保
し
な
が
ら
取
り

組
み
を
展
開
し
て
い
る
。

■
　
ス
ト
レ
ス
チ
ェ
ッ
ク
委

託
業
務
と
は
。

■
　
職
員
の
ス
ト
レ
ス
度
を

ア
ン
ケ
ー
ト
形
式
で
問
診

し
、
委
託
先
に
判
定
し
て

も
ら
う
。
結
果
は
個
人
通

知
さ
れ
る
。
高
ス
ト
レ
ス

と
判
定
さ
れ
た
人
は
、
産

業
医
に
個
人
相
談
で
き
る
。

■
　
熊
本
地
震
の
際
、
熊
本

県
小
国
町
に
対
し
支
援
物

資
を
送
っ
て
い
る
。
そ
の

後
当
町
の
備
蓄
状
況
は
。

ま
た
備
蓄
の
基
準
は
あ
る

の
か
。

■
　
義
援
物
資
に
係
る
予
算

の
残
分
で
補
充
し
て
い
る
。

備
蓄
数
量
は
、
ハ
ザ
ー
ド

マ
ッ
プ
作
成
の
際
に
算
定

し
た
想
定
避
難
者
数
や

町
・
県
防
災
計
画
を
基
に
、

4
9
0
名
の
3
日
分
と
し

て
い
る
。

■
　
3
基
の
警
鐘
台
を
解
体

し
て
い
る
が
、
残
り
は
何

基
あ
る
の
か
。

■
　
現
在
16
基
の
警
鐘
台
が

残
っ
て
い
る
。
今
後
も
計

画
的
に
解
体
を
行
っ
て
い

く
。

■
　
有
害
鳥
獣
被
害
対
策
の

被
害
状
況
、
捕
獲
頭
数
と

具
体
的
な
支
援
は
。

■
　
畑
の
野
菜
類
に
被
害
が

発
生
し
て
い
る
。
ク
マ
の

捕
獲
許
可
は
35
頭
、
捕
獲

は
26
頭
、
サ
ル
の
捕
獲
許

可
は
2
2
5
頭
、
捕
獲
は

83
頭
。
国
の
補
助
制
度
を

利
用
し
15
頭
を
上
限
に
サ

ル
1
頭
あ
た
り
8
千
円
の

報
奨
金
を
支
援
し
て
い
る
。

■
　
移
住
交
流
推
進
事
業
で
、

同
窓
会
利
用
者
へ
の
ア
ン

ケ
ー
ト
を
実
施
し
て
の
成

果
は
。

■
　
小
国
町
へ
の
U
タ
ー
ン

の
意
向
等
に
つ
い
て
伺
っ

た
。
移
住
に
つ
な
げ
る
た

め
の
必
要
な
情
報
を
ま
と

め
、
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
等
に

活
用
し
て
い
る
。
ま
た
、

登
録
い
た
だ
い
た
方
に
は

継
続
し
て
情
報
提
供
し
て

い
る
。

■
　
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
推

進
事
業
の
成
果
は
あ
っ
た

の
か
。

■
　
こ
れ
ま
で
は
山
形
D
C

の
推
進
に
取
り
組
ん
で
き
た

が
、
今
後
の
推
進
は
他
の
部

署
と
連
携
を
持
ち
実
施
し
て

い
く
。

■
　
河
川
愛
護
デ
ー
雨
天
中

止
後
、
除
草
作
業
等
は
行

わ
れ
た
の
か
。

■
　「
き
れ
い
な
川
で
住
み

よ
い
ふ
る
さ
と
運
動
」
は
、

あ
く
ま
で
地
区
主
体
で

行
っ
て
い
る
の
で
別
の

日
に
実
施
し
て
い
る
地

区
も
あ
る
。

■
　
水
道
事
業
会
計
で
、
年

間
有
収
率
68
・
8
パ
ー
セ

ン
ト
は
漏
水
が
原
因
で
あ

る
と
い
う
こ
と
だ
が
、
水

道
料
金
に
転
嫁
さ
れ
る
の

か
。

■
　
長
沢
地
区
か
ら
針
生
区

間
の
石
綿
セ
メ
ン
ト
管
の

老
朽
化
に
よ
る
漏
水
が
原

因
で
あ
る
が
、
新
水
源
地

の
整
備
に
伴
い
改
善
さ
れ

る
と
期
待
し
て
い
る
。

　
　
漏
水
に
よ
る
水
道
料
金

へ
の
影
響
は
な
い
。

QQ A

QA A

QQ A

QQ AA

A

A QQ

A

◆決算審査特別委員会◆
〈委員長〉遠藤和彦　〈副委員長〉今康成
〈委　員〉安部春美　伊藤重廣　小林嘉　小関和好
　　　　石山久美子　間宮尚江

質疑
応答
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チョウセンアカシジミ

福祉カルテ

■
　
維
持
管
理
費
用
に
旧
小

国
小
学
校
が
含
ま
れ
て
い

な
い
。
近
隣
住
民
へ
の
衛

生
・
安
全
面
で
の
対
応
は
。

■
　
予
算
措
置
は
し
て
い
な

い
。
安
全
・
衛
生
面
で
の

管
理
に
つ
い
て
問
い
合
わ

せ
は
あ
る
の
で
、
経
費
を

か
け
な
い
よ
う
職
員
で
雑

草
の
草
刈
り
等
の
作
業
を

実
施
し
て
い
る
。

■
　
チ
ョ
ウ
セ
ン
ア
カ
シ
ジ

ミ
の
保
護
の
機
運
が
町
民

に
広
が
っ
て
い
る
の
か
。

ま
た
、
他
種
の
チ
ョ
ウ
の

保
護
と
し
て
の
観
点
も
あ

る
の
か
。

■
　
貴
重
な
種
で
あ
る
と
国

県
か
ら
指
定
を
受
け
て
い

る
。
現
在
で
は
全
町
で
の

広
が
り
に
欠
け
る
と
認
識

し
て
い
る
。

　
　
ま
た
、
他
種
の
チ
ョ
ウ

も
貴
重
で
あ
る
が
チ
ョ
ウ

セ
ン
ア
カ
シ
ジ
ミ
だ
け
の

保
護
と
い
う
観
点
で
あ
る
。

■
　
外
科
医
が
常
勤
し
て
い

る
が
、
外
来
入
院
と
も
に

少
な
い
状
況
を
ど
う
捉
え

て
い
る
か
。

■
　
昨
年
10
月
か
ら
常
勤
し

て
い
る
が
、
外
科
診
療
だ

け
で
な
く
、
訪
問
治
療
や

健
康
診
断
、
当
直
で
も
活

躍
い
た
だ
い
て
い
る
。
救

急
対
応
な
ど
、
外
科
医
の

存
在
は
大
き
い
と
考
え
て

い
る
。

■
　
福
祉
カ
ル
テ
に
登
録
し

て
い
る
高
齢
者
の
人
数
は
。

ま
た
、
災
害
時
に
お
け
る

対
応
は
。

■
　
6
5
1
名
が
登
録
し
て

い
る
。
社
会
福
祉
協
議
会
・

消
防
・
警
察
も
カ
ル
テ
を

所
有
し
、
情
報
を
共
有
し

て
い
る
。
災
害
時
に
は
、

カ
ル
テ
の
デ
ー
タ
を
活
用

し
て
対
応
す
る
。
さ
ら
に

町
民
税
務
課
で
は
、
避
難

行
動
要
支
援
者
名
簿
の
整

備
を
す
す
め
て
い
る
。

■
　
訪
問
看
護
の
利
用
者
数

が
増
え
て
い
る
。
そ
の
実

態
は
ど
う
か
。
保
険
制
度

上
、
早
期
退
院
と
な
り
利

用
者
増
の
要
因
と
な
っ
て

い
る
の
で
は
。

■
　
独
り
暮
ら
し
、
同
居
家

族
が
い
る
方
、
老
々
介
護

家
庭
も
利
用
し
て
い
る
。

入
院
を
経
て
退
院
後
に
ケ

ア
が
必
要
と
な
る
家
庭
も

あ
る
が
、
ケ
ア
マ
ネ
ー
ジ

ャ
ー
が
在
宅
サ
ー
ビ
ス
を

駆
使
し
て
ア
ド
バ
イ
ス
等

の
対
策
を
し
て
い
る
。

■
　
研
究
研
修
費
増
加
の
要

因
は
。

　
 
臨
時
職
員
に
も
研
修
を

受
講
さ
せ
て
い
る
か
。

■
　
老
人
保
健
施
設
協
会
全

国
大
会
大
阪
大
会
に
派
遣

し
た
た
め
、
研
修
費
が
増

え
た
。
臨
時
職
員
に
も
参

加
し
て
も
ら
っ
て
い
る
。

町
職
員
と
臨
時
職
員
の
区

別
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
の
職

種
に
応
じ
た
テ
ー
マ
毎
の

研
修
に
派
遣
し
て
い
る
。

QQ A

QA A

A A

A QQ

Q

決算審査特別委員会

●9月8日、11日、12日の3日間にわたる各会計の審査。
●各課課長等の出席を求め事業概要・効果の聞き取り
　を行った。

決算審査特別委員会報告（要旨）
　人口減少、少子高齢社会に対応した生活機能の維持及び町民活力の醸成に加えて、担い手不足に対す

る雇用確保対策等の新たな課題が山積している。

　社会環境の変容を踏まえた次代を見据えた事業の構築と執行が求められる状況にあって、「協働のま

ちづくり」の観点からの取り組みにより、事業効果の発揮を一層望むものである。



6小国町ぎかいだより■OCTOBER.2017

コメの需給と価格の安定へ
政策の充実を

補正
予算

請願

　
平
成
29
年
度
一
般
会
計
ほ
か
３
会
計
の
補
正
予
算

が
上
程
さ
れ
た
。

　
一
般
会
計
で
は
、
次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
整
備
に
係

る
建
設
予
定
地
の
地
形
・
地
質
調
査
、
木
質
バ
イ
オ

マ
ス
の
利
用
拡
大
に
向
け
た
可
能
性
調
査
を
行
う
な

ど
と
し
た
。

付託委員会請 願 の 要 旨請 願 名 請 願 者 本会議採決結果

平成30年産以降の
米政策の見直しに
関する意見書提出
方請願

米の需給と価格の安
定は、生産者・消費
者双方にとって重要
であり、競争原理に
委ねることなく、需
給調整に取り組んで
いく必要がある。

採択
全員賛成

山形おきたま農業協同組合
代表理事組合長
木村敏和

文教産建
常任委員会

地方財政の充実・
強化を求める請願
について

地方財政について、
健全な発展をめざし、
政府による十分な予
算措置の確保に向け、
施策の対応を求める。

採択
全員賛成

連合山形置賜地域協議会
議長
深瀬裕介

総務厚生
常任委員会

平成29年度　各会計補正予算

平成29年度一般会計補正予算（第2号）の主な内容

会計別

（歳出）
役場庁舎維持補修工事
次期総合センター測量・調査委託料
農業担い手育成事業
木質バイオマス導入可能性調査委託

（歳入）
地方交付税
県補助金
前年度繰越金
町債(借入金）

1099万円
945万円
480万円

1395万円

1934万円
85万円

2億2239万円
△530万円

議決の内容歳入歳出予算

一 般 会 計
（第2号）

全員賛成により
可決

61億8010万円
（2億4814万円を追加補正）

下水道事業特別会計
（第1号）

全員賛成により
可決

3億7451万円
（844万円を減額補正）

介護保険特別会計
（第2号）

全員賛成により
可決

9億9027万円
（2582万円を追加補正）

水 道 事 業 会 計
（第2号）

全員賛成により
可決

8625万円
（13万円を追加補正）



小
林
　「
公
共
施
設
管
理
計
画
」

が
公
表
さ
れ
た
。

　
内
容
は
、
人
口
が
減
少
し

て
い
く
中
、
現
在
保
有
の
公

共
施
設
す
べ
て
を
保
有
し
、

改
善
・
更
新
し
て
い
く
こ
と

は
非
常
に
困
難
な
状
況
に
あ

る
と
し
て
い
る
。
さ
ら
に
今

後
の
人
口
や
財
政
の
将
来
を

見
通
し
た
う
え
で
、
公
共
施

設
の
現
状
を
踏
ま
え
、
今
後

の
維
持
管
理
の
在
り
方
に
つ

い
て
基
本
的
な
方
針
を
示
す

と
し
て
い
る
。

　
次
期
総
合
セ
ン
タ
ー
を
整

備
す
る
に
あ
た
り
、
多
面
的

な
機
能
を
盛
り
込
み
複
合
的

な
施
設
と
し
て
、
更
に
効
率

的
な
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
が
必
要
で
は
な
い
か
。

町
長
　
次
期
総
合
セ
ン
タ
ー

は
「
整
備
基
本
計
画
」
に
、

「
人
口
減
少
社
会
に
向
け
た

交
流
や
移
住
・
定
住
等
の
促

進
機
能
」「
既
存
産
業
の
高

度
化
や
新
た
な
地
域
ビ
ジ
ネ

ス
等
の
創
造
機
能
」「
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
ー
活
動
等
を
通
じ

た
地
域
人
財
の
育
成
や
交
流

に
係
る
機
能
」「
地
域
文
化

の
継
承
や
創
造
、
芸
術
文
化

の
享
受
機
能
」
の
4
点
を
導

入
す
べ
き
機
能
と
し
て
掲
げ
、

そ
の
機
能
を
補
完
す
る
施
設

空
間
や
設
備
等
の
考
え
方
を

整
理
し
、
複
合
施
設
と
し
て

整
備
す
る
と
し
て
い
る
。

小
林
　「
白
い
森
く
ら
し
の

資
料
館
」
の
資
料
は
貴
重
な

も
の
と
思
う
が
、
次
期
総
合

セ
ン
タ
ー
に
資
料
館
機
能
を

確
保
し
展
示
し
て
い
く
考
え

は
あ
る
の
か
ど
う
か
伺
う
。

町
長
　
ギ
ャ
ラ
リ
ー
機
能
の

設
置
を
計
画
し
、
そ
こ
に
郷

土
資
料
展
示
コ
ー
ナ
ー
を
設

け
る
。
た
だ
し
、
現
在
、
民

俗
資
料
館
に
保
管
さ
れ
て
い

る
資
料
等
を
、
全
て
こ
の
展

示
コ
ー
ナ
ー
に
移
設
す
る
こ

と
は
、
施
設
規
模
の
限
界

を
超
え
る
た
め
、「
マ
タ
ギ

の
郷
交
流
館
」
や
町
内
の

既
存
交
流
施
設
を
サ
テ
ラ

イ
ト
施
設
と
し
て
位
置
づ
け
、

閉
校
舎
も
活
用
し
な
が
ら

郷
土
資
料
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
化
を
図
る
。

小
林
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
、
高
齢
者
が
集
う
場
と
し

て
大
変
重
要
な
役
割
を
果
た

し
て
い
る
が
施
設
の
老
朽
化

が
激
し
い
。

　
今
後
の
人
口
動
態
や
財
政

の
将
来
予
測
を
考
慮
し
、
次

期
総
合
セ
ン
タ
ー
整
備
計
画

に
必
要
な
機
能
と
し
て
取
り

入
れ
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

思
う
が
。

町
長
　
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

は
、
町
社
会
福
祉
協
議
会
が

所
有
・
管
理
運
営
の
施
設
で

あ
る
。
基
本
計
画
策
定
過
程

で
、
幅
広
い
議
論
の
中
で
課

題
に
挙
が
っ
た
が
、
基
本
計

画
で
は
、
高
齢
者
の
健
康
づ

く
り
支
援
を
担
う
機
能
を
検

討
す
る
も
の
と
整
理
し
た
と

こ
ろ
で
あ
る
。
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一 般 質 問一 般 質 問

町
長

町
長

町
長

小
林

小
林

小
林

小 林 　 嘉 議員
こ ばやし よしみ

白い森くらしの資料館

老人福祉センター



安
部
　
新
潟
山
形
南
部
連
絡

道
路
は
、
東
北
中
央
自
動
車

道
と
日
本
海
東
北
自
動
車
道

を
つ
な
ぎ
、
政
令
指
定
都
市

で
あ
る
仙
台
市
と
日
本
海
側

の
新
潟
市
を
結
ぶ
最
短
ル
ー

ト
上
に
あ
る
重
要
な
路
線
で

あ
る
。
現
在
の
路
線
の
小
国

地
内
は
迂
回
路
が
な
い
た
め
、

大
雨
、
雪
崩
の
自
然
災
害
が

発
生
す
る
と
通
行
止
め
に
な

り
孤
立
し
て
し
ま
い
、
住
民

生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え

て
し
ま
う
。
本
町
の
中
核
企

業
で
あ
る
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク

株
式
会
社
、
日
本
重
化
学
工

業
株
式
会
社
の
物
資
の
輸
送

に
は
大
変
重
要
な
道
路
で
あ

る
。
こ
う
し
た
こ
と
か
ら
議

会
と
し
て
も
中
央
要
望
平
成

26
年
1
月
に
は
議
員
全
員

で
要
望
活
動
を
行
っ
て
き
た
。

ま
た
、
昨
年
8
月
30
日
に
は

仁
科
町
長
就
任
一
ヶ
月
だ
っ

た
が
議
会
の
中
央
要
望
に
同

行
し
て
い
た
だ
き
、
関
係
省

庁
、
そ
れ
に
山
形
県
選
出
の

国
会
議
員
の
事
務
所
を
回
り
、

お
願
い
を
し
て
き
た
。
今
年

2
月
15
日
に
は
議
会
運
営
委

員
会
と
し
て
要
望
活
動
を
行

っ
て
き
た
。
ま
た
、
小
国
町

長
を
会
長
と
す
る
新
潟
山
形

南
部
連
絡
道
路
建
設
促
進
期

成
同
盟
会
の
大
き
な
大
会
や

ら
、
色
々
な
行
動
が
実
を
結

び
今
日
に
至
っ
た
こ
と
と
思

う
。
そ
ん
な
中
い
よ
い
よ
小

国
道
路
の
約
12
キ
ロ
メ
ー
ト

ル
の
3
ル
ー
ト
案
が
示
さ
れ

た
が
、
い
つ
頃
に
ル
ー
ト
が

確
定
す
る
の
か
、
ま
た
今
後

の
進
捗
は
ど
の
よ
う
に
な
っ

て
進
む
の
か
伺
う
。

町
長
　
今
年
3
月
28
日
国
の

社
会
資
本
整
備
審
議
会
道
路

分
科
会
第
5
回
東
北
・
北
陸

地
方
合
同
小
委
員
会
が
開
催

さ
れ
た
。
新
潟
山
形
南
部
連

絡
道
路
い
わ
ゆ
る
「
小
国
道

路
」
の
計
画
段
階
評
価
手
続

き
と
し
て
は
、
第
2
回
の
小

委
員
会
に
な
っ
た
が
、
こ
の

小
委
員
会
で
、
関
川
村
金
丸

地
内
か
ら
小
国
市
街
地
間
の

約
12
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
つ
い

て
、
沿
線
住
民
、
企
業
等
へ

の
調
査
な
ど
を
も
と
に
設
定

し
た
3
つ
の
ル
ー
ト
帯
案
が

承
認
さ
れ
、
公
表
さ
れ
た
。

ル
ー
ト
案
の
一
つ
は
、
町
の

市
街
地
北
側
を
通
過
す
る
延

長
約
13
キ
ロ
で
、
現
在
の
国

道
1
1
3
号
と
は
別
に
新
た

な
道
路
を
全
線
整
備
す
る
も

の
で
、
市
街
地
接
近
を
通
過

す
る
た
め
製
造
業
拠
点
や
病

院
等
へ
の
ア
ク
セ
ス
性
に
最

も
優
れ
、
市
街
地
か
ら
の
利

便
性
に
も
優
れ
た
ル
ー
ト
で

あ
る
。
案
の
二
つ
目
は
、
延

長
約
12
キ
ロ
で
案
一
と
同
様

に
新
た
な
道
路
を
全
線
整
備

す
る
も
の
で
、
小
国
道
路
の

対
象
区
間
を
可
能
な
限
り
最

短
で
結
び
、
市
街
地
南
側
の

山
間
部
を
経
由
し
て
松
岡
地

内
に
抜
け
る
も
の
で
、
域
外

交
通
の
速
達
性
に
最
も
優
れ

た
ル
ー
ト
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
案
の
三
は
横
川
と

荒
川
の
合
流
付
近
ま
で
新
た

な
道
路
を
整
備
し
、
市
街
地

に
つ
い
て
は
現
在
の
1
1
3

号
を
改
良
整
備
す
る
も
の
で
、

市
街
地
か
ら
の
ア
ク
セ
ス
性

に
も
優
れ
、
製
造
業
拠
点
へ

の
ア
ク
セ
ス
性
も
向
上
す
る

一
方
、
現
在
の
国
道
1
1
3

号
道
路
幅
員
の
拡
幅
等
を
行

う
た
め
、
支
障
と
な
る
家
屋

が
多
い
と
い
っ
た
課
題
が
あ

る
と
整
理
さ
れ
て
い
る
。
ま

た
、
そ
れ
ぞ
れ
の
整
備
費
用

と
し
て
、
案
の
一
と
三
が

2
6
0
か
ら
3
1
0
億
円
、

案
の
二
が
3
5
0
億
円
と
概

算
で
算
出
さ
れ
て
い
る
。

　
現
在
、
山
形
・
羽
越
の
両

河
川
国
道
事
務
所
に
お
い
て
、

三
つ
の
案
に
つ
い
て
沿
線
住

民
、
企
業
体
等
へ
の
ア
ン
ケ

ー
ト
の
実
施
や
企
業
ヒ
ア
リ

ン
グ
の
準
備
を
行
っ
て
い
る

と
聞
い
て
い
る
が
、
具
体
的

な
実
施
時
期
に
つ
い
て
は
、

ま
だ
決
定
し
て
い
な
い
。
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安 部 春 美 議員
あ べ はる み

安
部

工事が進む鷹ノ巣道路



伊
藤
　
小
国
町
は
先
人
の
努

力
も
あ
り
、
イ
ン
フ
ラ
が
ほ

ぼ
全
集
落
に
完
備
さ
れ
て
い

る
が
、
公
共
水
道
や
共
同
水

道
が
整
備
さ
れ
て
い
な
い
集

落
も
あ
る
と
聞
い
て
い
る
。

ど
の
よ
う
な
状
況
に
な
っ
て

い
る
の
か
。

町
長
　
上
水
道
は
、
町
中
心

部
と
北
部
地
域
の
一
部
を

給
水
区
域
と
し
て
お
り
、

1
6
8
1
世
帯
、4
9
0
1

人
が
使
用
し
て
い
る
。

　
全
域
に
上
水
道
を
整
備
す

る
の
は
極
め
て
困
難
な
の
で
、

上
水
道
給
水
区
域
外
の
地
域

に
つ
い
て
は
、
営
農
飲
雑
用

水
や
簡
易
水
道
の
整
備
で
対

応
し
て
き
た
。
現
在
、
上
水

道
・
簡
易
水
道
・
小
規
模
水

道
を
合
計
し
て
の
給
水
人
口

は
2
0
0
5
世
帯
、5
8
0

3
人
で
あ
る
。
現
在
整
備
を

進
め
て
い
る
上
水
道
針
生
配

水
池
の
完
成
に
伴
い
、

1
0
9
世
帯
が
新
た
に
給
水

エ
リ
ア
と
な
る
予
定
で
あ
る
。

伊
藤
　
集
落
に
よ
っ
て
は
、

町
の
支
援
を
受
け
な
が
ら
集

落
水
道
を
作
っ
て
い
る
と
こ

ろ
も
あ
る
と
き
く
が
、
水
質

検
査
等
の
指
導
は
行
っ
て
い

る
の
か
。
又
、
今
後
共
同
で

水
道
を
つ
く
り
た
い
と
言
っ

た
場
合
、
町
は
ど
の
よ
う
に

対
応
す
る
の
か
。

町
民
税
務
課
長
　
県
が
規
制

し
て
い
る
、
山
形
県
飲
用
、

井
戸
等
衛
生
対
策
要
項
で

「
衛
生
確
保
対
策
に
於
け
る

実
態
の
掌
握
に
努
め
る
義
務
」

が
定
め
ら
れ
て
い
る
。
平
成

28
年
度
は
抽
出
し
た
地
点

に
於
い
て
水
質
の
調
査
を
し

て
い
る
。

伊
藤
　
整
備
さ
れ
て
い
な
い

所
を
ど
う
す
る
か
。
そ
の
中

で
も
比
較
的
世
帯
数
の
多
い

松
岡
と
伊
佐
領
が
あ
る
。
伊

佐
領
は
平
成
24
年
に
、
数
戸

渇
水
し
た
と
聞
い
て
い
る
。

　
旧
小
学
校
の
利
用
も
考
え

れ
ば
早
急
に
対
応
す
べ
き
と

思
う
が
。

地
域
整
備
課
長
　
水
不
足
の

時
は
給
水
車
で
対
応
し
た
。

簡
易
水
道
を
整
備
す
る
場
合

は
、
水
源
地
の
選
定
や
投
資

経
営
の
検
討
、
ま
た
地
域
全

体
で
組
合
等
を
組
織
し
、
設

置
後
は
全
員
参
加
す
る
と
い

う
よ
う
な
確
約
な
ど
が
必
要

と
な
る
。
簡
易
水
道
事
業
や

小
規
模
水
道
事
業
に
つ
い
て

は
、
水
道
法
上
の
規
定
に
加

え
、
整
備
費
の
地
区
負
担
が

生
じ
る
の
で
、
各
地
域
の
実

情
に
応
じ
た
対
応
策
と
な
る
。

伊
藤
　
松
岡
・
黒
沢
は
上
水

道
を
延
長
す
る
事
が
出
来
る

と
思
う
が
、
地
域
に
周
知
し

対
応
す
べ
き
と
思
う
。
又
、

上
水
道
の
整
備
の
難
し
い
地

域
に
つ
い
て
は
、
色
々
検
討

す
べ
き
で
あ
る
。

産
業
振
興
課
長
　
活
用
で
き

る
事
業
な
ど
に
つ
い
て
情
報

提
供
し
て
い
き
た
い
。
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伊
藤

伊
藤

伊
藤

伊
藤

水不足には給水車で対応

安定した給水が期待される

伊 藤 重 廣 議員
い とう しげ ひろ



石
山
　
小
国
町
は
昭
和
42
年

8
月
28
日
の
「
羽
越
水
害
」

か
ら
50
年
を
迎
え
た
。
本
年

7
月
に
は
台
風
3
号
に
よ

る
九
州
北
部
豪
雨
等
に
よ
る

甚
大
な
被
害
が
発
生
し
た
。

当
町
も
同
じ
よ
う
な
災
害
が

発
生
す
る
の
で
は
な
い
か
不

安
に
な
る
。
本
町
に
お
け
る

災
害
対
策
の
具
体
的
な
取
組

み
に
つ
い
て
問
う
。

町
長
　
災
害
予
防
対
策
、
災

害
応
急
対
策
等
の
行
動
指
針

は
災
害
対
策
基
本
法
の
規
定

に
基
づ
き
策
定
し
て
い
る
小

国
町
地
域
防
災
計
画
に
定
め

て
い
る
。

　
大
雨
洪
水
警
報
な
ど
が
発

表
さ
れ
た
場
合
や
災
害
が
発

生
す
る
恐
れ
が
あ
る
と
き
、

ま
た
実
際
に
災
害
が
発
生
し

た
と
き
な
ど
、
そ
の
段
階
に

応
じ
て
、
主
に
情
報
収
集
に

あ
た
る
一
次
配
備
か
ら
、
災

害
対
策
本
部
を
設
置
す
る
第

四
次
配
備
ま
で
の
配
備
基
準

を
定
め
て
お
り
、
要
員
を
確

保
し
、
緊
密
な
連
携
を
図
り

な
が
ら
対
応
す
る
こ
と
と
し

て
い
る
。

　
ま
た
町
民
へ
の
周
知
や
行

動
の
伝
達
は
防
災
ラ
ジ
オ
や

屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
を
通
し
て

行
っ
て
い
る
。
運
用
を
開
始

し
た
四
月
以
降
、
避
難
勧
告

や
指
示
等
を
伝
達
す
る
段
階

に
は
至
っ
て
い
な
い
。

石
山
　「
防
災
ラ
ジ
オ
」
は

災
害
時
に
は
安
全
安
心
の
確

保
の
た
め
に
欠
か
せ
な
い
も

の
で
あ
る
が
、
一
方
で
、「
聞

き
取
り
に
く
い
」、「
音
が
大

き
す
ぎ
て
驚
い
て
し
ま
う
」

等
の
声
が
聞
か
れ
る
。
対
応

は
ど
う
か
。

町
長
　
運
用
開
始
後
間
も
な

く
屋
外
ス
ピ
ー
カ
ー
の
音
量

が
大
き
す
ぎ
る
と
の
指
摘
が

あ
り
、
調
整
し
た
。「
防
災

ラ
ジ
オ
」
の
音
量
は
そ
れ
ぞ

れ
の
家
庭
で
調
整
が
で
き
る
。

操
作
が
不
安
な
場
合
は
役
場

に
問
い
合
わ
せ
て
ほ
し
い
。

石
山
　
大
雨
の
状
況
が
伝
わ

ら
ず
、
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
か

ら
、
気
象
情
報
や
警
報
な
ど

を
確
認
す
る
状
態
に
な
っ
て

い
る
が
防
災
ラ
ジ
オ
で
放
送

で
き
な
い
の
か
。

町
長
　
大
雨
警
報
な
ど
が
発

令
さ
れ
た
と
き
は
、
状
況
に

よ
り
定
時
放
送
の
際
に
警
報

な
ど
の
情
報
を
あ
わ
せ
て
放

送
し
て
い
る
。

石
山
　「
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
」

が
各
家
庭
に
配
布
さ
れ
た
が

活
用
さ
れ
ず
に
い
る
。
災
害

時
、
特
に
高
齢
者
は
行
動
が

出
来
ず
不
安
を
抱
え
て
し
ま

う
、
そ
れ
ら
を
解
消
す
る
た

め
の
取
り
組
み
を
問
う
。

町
民
税
務
課
長
　
自
助
・
公

助
さ
ら
に
新
し
い
概
念
と
し

て
「
近
助
」
の
重
要
性
が
あ

る
。
助
け
合
い
の
力
こ
そ
が

防
災
・
減
災
に
欠
か
せ
な
い

も
の
で
あ
り
、
町
で
は
自
主

防
災
組
織
の
編
成
を
呼
び
か

け
て
い
る
。
現
在
組
織
率
52

・
8
%
、
39
組
織
と
な
っ
て

い
る
。
昨
年
は
あ
け
ぼ
の
地

区
で
組
織
化
さ
れ
た
。

　
組
織
率
は
置
賜
地
区
で
は

低
い
が
、
重
要
な
こ
と
は
、

そ
の
地
域
で
災
害
が
発
生
し

た
時
に
、
自
主
的
に
い
ち
早

く
避
難
誘
導
の
行
動
が
で
き

る
こ
と
で
あ
る
。

 

実
践
的
な
防
災
組
織
を
目
指

し
、
ハ
ザ
ー
ド
マ
ッ
プ
の
活

用
と
と
も
に
進
め
て
い
く
。

石
山
　
50
年
前
の
羽
越
水

害
で
わ
が
町
に
起
こ
っ
た
こ

と
を
子
や
孫
へ
語
り
継
い
で

ゆ
く
こ
と
も
防
災
教
育
に
大

切
な
こ
と
で
あ
る
と
思
う
。

　
経
験
し
た
災
害
を
忘
れ
な

い
町
づ
く
り
を
目
指
し
、
町

民
総
ぐ
る
み
の
防
災
対
策
に

力
を
入
れ
て
い
た
だ
き
た
い
。
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石
山

石
山

石
山

石
山

石
山

石山久美子 議員
いし やま く み こ

ラジオがつなぐ町づくり

各家庭に配布されたハザードマップ



間
宮
　
大
型
哺
乳
類
、
特
に

サ
ル
の
個
体
群
に
よ
る
農
作

物
被
害
拡
大
へ
の
予
防
や
今

後
の
取
り
組
み
を
伺
う
。

町
長
　
サ
ル
の
出
没
に
よ
る

農
作
物
被
害
は
、
生
産
者
に

と
っ
て
極
め
て
深
刻
な
問
題

に
な
っ
て
き
て
い
る
。

　
小
国
町
猟
友
会
全
会
員
で

構
成
さ
れ
た
「
小
国
町
鳥
獣

被
害
対
策
実
施
隊
」
を
組
織

し
、
有
害
鳥
獣
捕
獲
、
被
害

量
調
査
、
生
態
調
査
を
実
施

し
て
い
る
。

　
狩
猟
免
許
、
猟
銃
所
持
許

可
の
費
用
の
一
部
を
支
援
し

て
い
る
。
ま
た
、
電
気
柵
設

置
費
用
の
経
費
補
助
、
追
い

払
い
用
花
火
の
配
布
を
実
施

し
て
い
る
。

　
更
に
、
サ
ル
と
人
と
の
住

み
分
け
空
間
確
保
に
注
目
し

て
、
モ
デ
ル
事
業
と
し
て
北

部
地
区
水
田
放
牧
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

間
宮
　
長
期
的
モ
ニ
タ
リ
ン

グ
は
必
要
で
あ
る
と
思
う
が
、

特
に
人
口
減
に
よ
る
捕
獲
の

担
い
手
の
育
成
が
重
要
で
は

な
い
か
。

産
業
振
興
課
長
　
か
つ
て

1
0
8
名
の
猟
友
会
会
員
も
、

現
在
は
3
分
の
1
に
な
り
、

高
齢
化
に
な
っ
て
き
て
い
る
。

若
手
の
育
成
と
し
て
は
、
今

年
み
ど
り
の
協
力
隊
が
会
員

と
な
っ
て
く
れ
た
。

間
宮
　
北
海
道
大
学
、
東
京

農
大
、
J
A
、
太
田
精
器
、

行
政
に
よ
る
追
い
払
い
ロ
ボ

ッ
ト
、
通
称
ウ
ル
フ
が
7
年

越
し
で
開
発
さ
れ
、
成
果
を

挙
げ
て
い
る
。

　
今
後
、
本
町
で
も
将
来
に

む
け
た
A
I
化
も
視
座
に
い

れ
る
べ
き
で
な
い
か
。

町
長
　
先
進
事
例
な
ど
も
参

考
に
し
て
人
間
と
サ
ル
と
が

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
共

存
し
て
い
け
る
方
策
を
引
き

続
き
検
討
し
て
い
き
た
い
。

間
宮
　
「
教
育
に
新
聞
を
」

と
い
う
取
り
組
み
が
全
国
的

に
広
が
り
を
み
せ
て
い
る
が
、

本
町
で
の
小
・
中
・
高
連
携

に
関
わ
る
学
習
と
し
て
今
後

の
目
標
、
方
向
性
を
伺
う
。

町
長
　
山
形
県
教
育
委
員

会
は
、
都
道
府
県
で
初
め
て

「
新
聞
を
活
用
し
た
教
育
現

場
へ
の
支
援
事
業
補
助
金
」

を
創
設
し
た
。
郷
土
愛
の
醸

成
、
読
解
力
向
上
、
社
会
力

形
成
を
目
的
に
事
業
展
開
し

て
い
る
。

教
育
長
　
本
町
の
次
代
を
担

う
児
童
・
生
徒
が
新
聞
に
よ

り
、
多
様
な
情
報
社
会
を
逞

し
く
生
き
抜
く
力
、
高
度
情

報
社
会
に
必
要
な
資
質
と
能

力
を
身
に
付
け
ら
れ
る
よ
う

学
び
の
充
実
を
一
層
図
っ
て

い
き
た
い
。

間
宮
　
幼
保
児
童
に
対
す
る

家
庭
教
育
、
礼
儀
作
法
教
育

に
は
写
真
等
に
よ
り
、
家
庭

内
新
聞
教
育
の
果
た
す
役
割

は
大
き
い
。

　
来
年
開
催
の
N
I
E
全
国

大
会
盛
岡
大
会
に
向
け
た
取

り
組
み
等
は
、
考
え
て
い
る

の
か
。

教
育
長
　
始
め
た
ば
か
り
の

事
業
で
あ
る
の
で
、
今
後
検

討
し
て
い
き
た
い
。

間
宮
　
一
貫
教
育
と
し
て
小

国
高
校
へ
新
聞
購
入
の
支
援

は
考
え
て
い
な
い
の
か
。
ま

た
、
国
際
情
報
教
育
、
特
色

あ
る
学
校
づ
く
り
と
し
て
「
英

字
新
聞
」
活
用
策
を
考
え
て

い
け
な
い
か
。

教
育
振
興
課
長
　
山
形
県
の

進
め
る
県
立
高
校
の
教
育
課

程
が
第
一
で
あ
る
。
英
字
新

聞
は
、
小
中
高
一
貫
教
育
の

「
国
際
・
情
報
科
」
の
テ
ー

マ
と
し
て
は
考
え
ら
れ
る
の

で
、
今
後
の
検
討
課
題
と
し

た
い
。
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間
宮

間
宮

間
宮

間
宮

間
宮

間
宮

間 宮 尚 江 議員
ま みや ひさ え

サルとの住み分けは可能か

※NIE…Newspaper in Education(「教育に新聞を」の意)
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文 教 産 建 常 任 委 員 会

業　は　今
　
文
教
産
建
常
任
委
員
会
で
は
、
7
月
25
日（
火
）小
国
町
の
中
核
企
業
で

あ
る
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
小
国
事
業
所
と
日
本
重
化
学
工
業
株
式

会
社
小
国
事
業
所
の
視
察
を
行
っ
た
。
両
社
の
現
況
と
課
題
を
聞
き
取
り
、

議
会
と
し
て
支
援
で
き
る
可
能
性
を
模
索
し
た
。

　
文
教
産
建
常
任
委
員
会
で
は
、
7
月
25
日（
火
）小
国
町
の
中
核
企
業
で

あ
る
ク
ア
ー
ズ
テ
ッ
ク
株
式
会
社
小
国
事
業
所
と
日
本
重
化
学
工
業
株
式

会
社
小
国
事
業
所
の
視
察
を
行
っ
た
。
両
社
の
現
況
と
課
題
を
聞
き
取
り
、

議
会
と
し
て
支
援
で
き
る
可
能
性
を
模
索
し
た
。

クアーズテック株式会社小国事業所

『流通の効率化』

581名（小国町居住率　77%）

町内関連会社合計　690名

セラミックス製品製造他

　2014年に米国クアーズ社

の傘下となり2015年にクア

ーズテック株式会社に社名を

変更した。

　社名変更から2年が経つが

主要な需要先である半導体関

連市場の比較的安定した市況

に支えられ、業績は堅調に推

移しているとのことである。

従 業 員

事業内容

（クアーズテック小国事業所単体）

共通
課題
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　課題は、両社とも「労働力

の不足」と「流通の効率化」

であった。

　クアーズテックでは、20

年前には考えられない事に、

近年新卒入社希望者が減少し、

採用定員に達していないという。

　日本重化学工業も、新事業

の開始にあたって労働力が必

要な時だが、入社希望者が集

まらない状況である。Uター

ン者の受け入れを積極的に行

う一方、外国人労働者を10

名受け入れる予定をしている。

　若い人が就職して町内に残

れるよう暮らしやすい町づく

りが望まれている。また就職

を絡めたUターン・I ターン

の推進にも力を入れる必要が

あり、情報発信に注力しなけ

ればならない。さらに外国人

労働者を受け入れている町内

事業所もあり、今後は国際的

な視点での町づくりも必要に

なってくるだろう。

　また、安心安全で効率的な

物流ルートは重要な課題であ

るため、新潟山形南部連絡道

路の早期着工に向け、町民あ

げて要望していかなければな

らない。

中　核　企

『労働力の不足』

日本重化学工業株式会社小国事業所

178名（小国町居住率　80%）
（小国事業所）

機能材料製造他

　会社更生法申請から

15年を経て「合金鉄事業」

「機能材料事業」「エネル

ギー事業」を柱に順調に

業績をあげている。今年

度は、小国事業所で「機

能材料事業」の新たな部

門が立ち上がるというこ

とである。

従 業 員

事業内容

共通
課題

安定した企業活動を
サポートするために

委 員 会 報 告
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町民福祉の増進と議会の責務達成を目的に、議会活動の活性化、議会基本条例の
制定等に向けた調査研究を行う。
町民福祉の増進と議会の責務達成を目的に、議会活動の活性化、議会基本条例の
制定等に向けた調査研究を行う。

＊目的達成のために「町民に開かれた、
わかりやすい議会」を目指し、基
本的な考え方と議会運営を明確化、
ルール化する議会基本条例の制定を
目指す。

＊今年度「議員と語る会」「高校生議会」、
「高校生との意見交換会」を開催す
る予定。

委 員 会 報 告

議会活性化調査特別委員会
目　　的

作業部会構成

これまでの取り組み

今後の方針

委 員 長　小林　嘉　　副委員長　小関　和好
作業部会　今　康成・間宮　尚江・石山久美子
委 員 長　小林　嘉　　副委員長　小関　和好
作業部会　今　康成・間宮　尚江・石山久美子

平成28年度議会報告会

平成28年度高校生議会

＊行政学､ 行政法､ 地方自治法を研究されてい
る新潟県立大学国際地域学部　田口一博准
教授に講義等をとおし、適宜指導を仰いで
いる。

＊全国市町村アカデミーに、平成27年度2名、
平成28年度2名を派遣し全国の議会活性化
の情報把握と自己啓発に努めている。

＊全議員による福島県会津美里町・新潟県阿
賀町各議会の視察研修を行った。

＊作業部会で議会基本条例制定の先進事例と
して飯豊町議会の視察研修を行った。

＊平成28年度に「議会報告会」、「高校生議会」を開催した。
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総務厚生常任委員会

西置賜行政組合議会

◎テーマ　民間保育園の現状と課題について（視察）
　8月25日（金）　すみれ保育園、白百合保育園を訪問

視察を終えて…
　少子化により、定員割れが保育園経営に大きく影響を及ぼしている。
　職員（保育士）の不足も深刻である。厳しい職場環境であるが、その中で園児や保
護者との繋がりを大切に「おぐにの宝」の成長を見守っていた。
　議会としても、子育て環境・保育士の確保など様々な課題と向き合っていく必要が
ある。

　救急要請受信時、心肺停止時等の対処法を自動音声により案内します。
　いざという時にあわてることなく、応急対処が可能となり、救命率の向上につながります。

すみれ保育園　園児数110名（定員120名） 白百合保育園　園児数　65名（定員80名）

委 員 会 報 告

8月1日より「自動音声ガイダンス」の運用を開始1

　西置賜行政組合の 1 市 3 町 1 組合と山形県南コンクリート協同組合が火災等の大規模災
害が発生した場合、水の供給、その他必要な用水供給の支援を行う。

8月7日　災害協定を締結2

　インターネットの普及により、パソコン等から情報の入手や問い合わせに対応します。
アドレスはコチラ　http://nishiokitama.jp
※アドレスは直接入力してください。「西置賜行政組合、消防」などでは検索できません。

9月1日　ホームページを開設3



議
会
に
対
し
て
の
ご
質
問
、ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

議
会
事
務
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２
）２
４
４
８

次
は
12
月
定
例
会
で
す
。
傍
聴
に
お
い
で
く
だ
さ
い
。

 プ
ロ
フ
ィ
ー
ル

　
氏
名
　
高
橋
郁
造
さ
ん

　
年
齢
　
91
歳

　
住
所
　
小
国
町
東
原

Q
市
野
々
の
飛
泉
寺
跡
の
大

銀
杏
の
思
い
を
お
聞
か
せ

く
だ
さ
い
。

　
子
供
の
こ
ろ
イ
チ
ョ
ウ
の

木
の
周
り
で
た
く
さ
ん
の
仲

間
と
よ
く
遊
ん
だ
。

 
夏
に
は
木
を
囲
み
、
提
灯

の
灯
の
下
で
盆
踊
り
を
し
た
。

春
は
淡
い
緑
、
夏
は
新
緑
、

秋
は
黄
一
色
、
冬
は
雄
大
な

枝
ぶ
り
を
見
せ
た
。
暮
ら
し

の
全
て
が
懐
か
し
い
。

Q
横
川
ダ
ム
の
建
設
に
よ
り

イ
チ
ョ
ウ
の
木
が
当
初
は

ダ
ム
に
水
没
す
る
予
定
だ

っ
た
そ
う
で
す
ね
。

　
市
野
々
地
区
の
大
切
な
シ

ン
ボ
ル
で
も
あ
っ
た
こ
と
か

ら
、
地
元
と
横
川
ダ
ム
工
事

事
務
所
の
熱
意
に
よ
り
平
成

13
年
か
ら
6
年
の
歳
月
を

か
け
て
約
1
0
0
m
南
の
現

在
の
位
置
に
移
植
さ
れ
ま
し

た
。

Q
イ
チ
ョ
ウ
広
場
が
よ
く
整

備
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
。

　「
ふ
る
さ
と
市
野
々
の
会
」

の
メ
ン
バ
ー
が
交
代
で
ト
イ

レ
の
清
掃
や
雑
草
の
刈
り

取
り
な
ど
の
管
理
を
し
て

い
ま
す
。

Q
小
国
町
議
会
に
一
言
お
願

い
し
ま
す
。

　
町
づ
く
り
は
町
民
と
行

政
が
一
緒
に
な
っ
て
進
め

て
い
く
も
の
と
思
い
ま
す
。

し
か
し
、
今
、
何
を
な
し

て
い
る
の
か
、
ど
う
な
っ
て

い
る
の
か
全
く
伝
わ
っ
て

こ
な
い
。
町
も
広
く
情
報

や
現
状
を
町
民
に
伝
え
る

努
力
を
し
て
ほ
し
い
。

　
10
名
の
議
員
は
町
民
の

声
を
聴
き
、
自
ら
の
意
見
を

出
し
合
っ
て
、
議
論
し
あ
っ

て
小
国
を
語
っ
て
ほ
し
い
。

動
き
出
し
て
く
だ
さ
い
。

表
紙
の
説
明

今
号
の
表
紙
は
、
小
国

町
天
然
記
念
物
第
3
号

の
「
飛
泉
寺
の
イ
チ
ョ
ウ
」

の
木
で
す
。

指
定
年
月
日
　

…
昭
和
57
年
3
月
31
日

所
在
地
…
市
野
々

樹
　
齢
…
約
3
0
0
年

樹
　
高
…
25
m

根
　
回
…
7.1
m

飛
泉
寺
は
市
野
々
に
あ

っ
た
禅
寺
で
大
正
2
年

火
災
に
見
舞
わ
れ
て
か

ら
平
成
ま
で
再
建
さ
れ

る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん

で
し
た
。
寺
が
な
く
な

っ
た
後
も
イ
チ
ョ
ウ
の

木
は
こ
の
地
を
見
守
り

続
け
て
き
ま
し
た
。

小
国

町
議

会
だ

よ
り

 
平

成
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発
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今
号
が
発
行
さ
れ
る
頃
に

は
、
い
も
煮
会
シ
ー
ズ
ン
も

佳
境
を
超
え
て
い
る
で
し
ょ

う
か
。
「
い
も
煮
」
の
良
さ

は
各
地
域
、
各
家
庭
で
入
れ

る
材
料
が
違
う
と
こ
ろ
だ
と

思
い
ま
す
。
庄
内
地
方
は
豚

肉
を
使
っ
た
味
噌
味
な
の
は

御
存
じ
で
し
ょ
う
が
、
小
国

町
で
は
多
く
の
家
庭
で
入
れ

る
白
菜
で
す
が
、
他
の
地
域

で
は
使
い
ま
せ
ん
し
驚
か
れ

ま
す
。
各
地
の
人
と
「
い
も

煮
」
談
義
を
す
る
の
も
ま
た

楽
し
い
で
す
ね
。

　
郷
土
料
理
に
郷
土
愛
が
、

た
く
さ
ん
詰
ま
っ
て
い
ま
す
。

今
（
記
）

発
行
責
任
者
　
　
　

議
　
　
長
　
高
野
　
健
人

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委 

員 

長
　
小
関
　
和
好

副
委
員
長
　
今
　
　
康
成

委
　
　
員
　
石
山
久
美
子

間
宮
　
尚
江
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おらも
おぐに町民

おらも
おぐに町民

おらも
おぐに町民

町の人からちょっとひとこと

た
か
は
し
い
く
ぞ
う

東原に再建された飛泉寺


